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＜領
りょういき

域：こころとからだのしくみ＞

問
もんだい

題 91　次
つぎ

のうち，障
しょうがいふくし

害福祉におけるソーシャルインクルージョン（social inclusion）

の 考
かんが

え方
かた

の説
せつめい

明として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　 障
しょうがい

害 のある人
ひと

とない人
ひと

を統
とうごう

合する社
しゃかい

会

2　 障
しょうがい

害 のある人
ひと

を権
けんりしんがい

利侵害から守
まも

る社
しゃかい

会

3　 障
しょうがい

害 のある人
ひと

の意
い し け っ て い

思決定を支
し え ん

援する社
しゃかい

会

4　 障
しょうがい

害 のある人
ひと

の最
さいぜん

善の利
り え き

益を 考
かんが

える社
しゃかい

会

5　 障
しょうがい

害 のある人
ひと

もない人
ひと

も包
ほうせつ

摂する社
しゃかい

会

問
もんだい

題 92　知
ちてきしょうがい

的障害に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　 障
しょうがい

害 が発
は っ た つ き

達期にあらわれる。

2　 障
しょうがい

害 の原
げんいん

因は明
あき

らかである。

3　一
いっぱんしゅうろう

般就労は不
ふ か の う

可能である。

4　療
りょういくてちょう

育手帳の 等
とうきゅう

級 は障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分で決
き

める。

5　運
うんどうはったつ

動発達の遅
おく

れは 伴
ともな

わない。

障
しょうがい

害 の理
りかい

解
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問
もんだい

題 93　次
つぎ

のうち，後
こういしょう

遺症によって片
か た ま ひ

麻痺や言
げんごしょうがい

語障害を 伴
ともな

うことがある疾
しっかん

患や 病
びょう

 

態
たい

として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　脳
のうけっかんしょうがい

血管障害（cerebrovascular disorder）

2　 糖
とうにょうびょう

尿 病（diabetes mellitus）

3　脊
せきずいそんしょう

髄損傷（spinal cord injury）

4　慢
まんせいへいそくせいはいしっかん

性閉塞性肺疾患（chronic obstructive pulmonary disease）

5　クローン 病
びょう

（Crohn disease）

問
もんだい

題 94　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，国
こくさいしょうがいしゃねん

際障害者年を契
け い き

機に，日
に ほ ん

本の障
しょうがいふくし

害福祉に起
お

きた変
へ ん か

化

として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　障
しょうがいしゃ

害者を 弱
じゃくしゃ

者 として保
ほ ご

護する捉
とら

え方
かた

が広
ひろ

まった。

2　ノーマライゼーションの理
り ね ん

念が徐
じょじょ

々に浸
しんとう

透した。

3　身
しんたいしょうがいしゃふくしほう

体障害者福祉法の制
せいてい

定につながった。

4　障
しょうがいしゅべつ

害種別ごとの福
ふ く し

祉サービス給
きゅうふ

付が始
はじ

まった。

5　措
そ ち せ い ど

置制度から自
じ り つ し え ん い り ょ う せ い ど

立支援医療制度へ移
い こ う

行した。
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問
もんだい

題 95　次
つぎ

のうち，筋
きんいしゅくせいそくさくこうかしょう

萎縮性側索硬化症（amyotrophic lateral sclerosis：ＡＬＳ）に

よくみられる 症
しょうじょう

状 として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　感
かんかくしょうがい

覚障害

2　失
しっきん

禁

3　嚥
えんげしょうがい

下障害

4　視
しりょくしょうがい

力障害

5　便
べ ん ぴ

秘

問
もんだい

題 96　Ａさん（50 歳
さい

，男
だんせい

性）は，以
い ぜ ん

前は一
ひ と り ぐ

人暮らしをしていたが，現
げんざい

在は統
とうごうしっ

合失 

調
ちょうしょう

症（schizophrenia）のため長
ちょうきにゅういん

期入院をしている。 症
しょうじょう

状 が軽
けいかい

快して安
あんてい

定したた

め，医
い し

師から間
ま

もなく退
たいいん

院できるという説
せつめい

明があった。Ａさんは以
い ぜ ん

前と同
おな

じように

独
どっきょ

居を希
き ぼ う

望しているが，一
ひ と り

人で 住
じゅうきょ

居 を探
さが

すのに不
ふ あ ん

安がある。

次
つぎ

のうち，Ａさんの希
き ぼ う

望を実
じつげん

現するために利
り よ う

用する公
こうてき

的な支
し え ん

援として，最
もっと

も適
てき

切
せつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　地
ちいきていちゃくしえん

域定着支援

2　自
じりつせいかつえんじょ

立生活援助

3　地
ち い き い こ う し え ん

域移行支援

4　生
せいかつかいご

活介護

5　同
どうこうえんご

行援護
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問
もんだい

題 97　Ａさん（45 歳
さい

，男
だんせい

性）は， 1 年
ねんまえ

前，交
こ う つ う じ こ

通事故で頭
とうぶがいしょう

部外傷を負
お

った。四
し し

肢に

障
しょうがい

害 は残
のこ

らなかったが，高
こうじのうきのうしょうがい

次脳機能障害（higher brain dysfunction）と診
しんだん

断された。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，Ａさんの障
しょうがいとくせい

害特性を理
り か い

解した支
し え ん

援として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 

1 つ選
えら

びなさい。

1　記
きおくしょうがい

憶障害によって同
おな

じことを何
な ん ど

度も質
しつもん

問するが，一
い ち ど

度だけ質
しつもん

問に答
こた

える。

2　注
ちゅういしょうがい

意障害によって作
さぎょう

業のミスが多
おお

いため，その度
たび

ごとに強
つよ

く注
ちゅうい

意する。

3　遂
すいこうきのうしょうがい

行機能障害によって指
し じ

示されないと作
さぎょう

業ができないため，自
じ ぶ ん

分の判
はんだん

断でやるよ

うに 促
うなが

す。

4　社
しゃかいてきこうどうしょうがい

会的行動障害によってすぐに怒
おこ

りだすことがあるため， 感
かんじょう

情 が落
お

ち着
つ

くよう

に場
ば め ん

面や話
わ だ い

題を変
か

える。

5　病
びょうしきていか

識低下によってできないことを認
みと

めないため，できないことを指
し て き

摘する。 Ｂ　
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問
もんだい

題 98　次
つぎ

のうち，「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」に規
きてい

定する補
ほ そ う ぐ

装具として，適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　特
とくしゅしんだい

殊寝台

2　電
でんどうくるまいす

動車椅子

3　点
て ん じ き

字器

4　電
でんきしき

気式たん吸
きゅういんき

引器

5　ストーマ装
そうぐ

具

（注
ちゅう

）　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」とは，「障
しょうがいしゃ

害者の日
にちじょうせいかつ

常生活及
およ

び社
しゃかいせいかつ

会生活を総
そうごうてき

合的に支
しえん

援

するための法
ほうりつ

律」のことである。

問
もんだい

題 99　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，地
ちいき

域における障
しょうがいしゃ

害者のサポート体
たいせい

制として，最
もっと

も適
てきせつ

切

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員は，サービス等
とうりようけいかく

利用計画を作
さくせい

成する。

2　相
そうだんしえんせんもんいん

談支援専門員は，個
こべつしえんけいかく

別支援計画を作
さくせい

成する。

3　基
きかんそうだんしえん

幹相談支援センターは，障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分を決
けってい

定する。

4　地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センターは，要
ようかいごど

介護度を決
けってい

定する。

5　市
しちょうそん

町村は，地
ちいきせいかつしえんじぎょう

域生活支援事業を行
おこな

う。
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問
もんだい

題 100　次
つぎ

のうち，障
しょうがい

害があるためスプーンがうまく握
にぎ

れない人
ひと

に自
じ じ ょ ぐ

助具を作
さくせい

成

する職
しょくしゅ

種として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　看
か ん ご し

護師

2　義
ぎ し そ う ぐ し

肢装具士

3　理
りがくりょうほうし

学療法士

4　作
さぎょうりょうほうし

業療法士

5　言
げんごちょうかくし

語聴覚士
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